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人口 7,875人
男性 3,875人
女性 4,000人

世帯数 3,265世帯
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昭和9年ごろの山田小学校 台風の直撃で倒壊した山田小学校

山田小学校では、毎年9月21日に慰霊式を

行います。全校児童が献花と黙とうで、犠牲

となられた方々を悼みます。台風の直撃を体

験された方のお話や紙芝居を聞いて、自然災

害の恐ろしさを学ぶとともに命や助け合いの

尊さを学ぶ大切な機会です。

この数年、日本各地で発生している自然災

害は、いつ私たちの身近で起こっても不思議

ではありません。山田小学校の子どもたちに

とって、｢命の木」は、「自分や友だちの命を

大事にし、励まし合い助け合うこと」、「災

害に直面しても冷静に判断して行動すること」

山田小体育館入口の「命の木」 まちづくりセンターの「命の木」

平成29年度 室戸台風殉難慰霊式

子どもたちの命を守った木が、現在の山田小学校体育館入口やまちづくりセ

ンターにある「命の木」です。この木は、風雨が吹き荒れる中を上級生が縄

をくくりつけて、下級生に持たせ、身を守ったと言われています。

山田まちづくりセンター建設時に切り取られましたが、当時の出来事と防災

の大切さを語り継ぐために、保存されることになりました。

台風の直撃を体験された方は、｢先生の誘導のもと避難しようとした矢先に

激しい風で校舎が倒壊した。やっとの思いで倒壊した校舎から抜け出したけ

れども、立っていられないほどの強い風の中、木にしがみついて、助かった

子どもたちもいた」と話されています。

木戸脇 美由紀教頭先生（資料提供 山田小学校）

昭和9年9月21日、現在の山田まちづくり

センターの所にあった山田小学校は室戸台風

の直撃をうけ、木造校舎が倒壊し、児童17名、

教師1名の尊い命が奪われ、児童129名、教

師4名が重傷を負う惨事となりました。

の大切さ

を語りか

け見守っ

てくれる

存在です。

防災の日によせて
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◆指定管理者制度とは
公の施設について、民間事業者を含む法人、そ
の他の団体が管理、運営をすることができる制度。
効率的な施設の管理、運営を目的としています。

やすらぎ学級は、｢心豊かに、健やかでいきいきとすごす

ために！｣をテーマとして、毎月第２火曜日、年7回の開講

日を設け、交流を深めています。

様々なテーマの学習（講演会）やクラブ活動を通じて教

養を養い、豊かな人間性を培い、健やかでいきいきとすご

すと共に、可能な限り地域社会に貢献することを狙いとし

ています。今年度の年間行事は以下の通りです。

これらの学習活動と共に、｢歌謡クラブ｣｢料理クラブ｣

｢グラウンドゴルフクラブ｣の3つのクラブ活動を展開して

います。年度途中からの参加も可能です。ぜひセンターま

でお問い合わせください。(山田まちづくりセンター562-0044)

やすらぎ学級 60歳以上

にこにこサロン 就学前の子どもと保護者

●5月8日(火) 開講式 講演「認知症の“人の気持ち”」

●6月12日(火) 講座「アコーディオン演奏でご一緒に」

●9月11日(火) グラウンドゴルフ ai彩ひろば

●11月13日(火) 館外研修 美山かやぶきの里

●12月11日(火) 講座「チーズをおいしく楽しむ会」

●2月12日(火) 講座「暮らしのお金講座」

●3月12日(火) 閉講式 ｢ミュージックセラピーオンタイム｣

にこにこサロンは、10:00～12:00の時間帯で年5回

開催しています。年度途中からの参加も可能です。

●6月4日(月) 親子ヨガ ●7月23日(月) 人形劇

●10月15日(月) 3B体操

●11月12日(月) 親子リトミック

●12月3日(月) パネルシアター ぜひご参加ください！

やまだいっぷくサロン 誰でも参加OK

7月23日、おはなしUFOさんの人形劇の様子

やまだいっぷくサロンは年齢制限はありません。

山田まちづくりセンターは昨年度４月より、
山田学区まちづくり協議会が指定管理者とし
て、管理をしています。

まちづくり協議会はセンター管理に関する基本協定を市と

締結し、仕様書に定める各種事業に取り組んでいます。

（１）地域のまちづくりに関する事業

住民自治の向上を図り、地域のまちづくりの拠点を中心とし

た住民主体によるまちづくりを進めていくために必要となる市

民活動の支援および事業の推進に関する事業。

（２）地域が豊かになる学びに関する事業

地域の特色を活かし、住みよい地域づくりの推進を図る事業

（３）市民の意見の収集および市政情報の発信に関する業務

センターの活動のPRやセンターについて広く認知してもら

い、利用の拡大を図るため、各種研修や広報広聴活動。また、

必要と認める市役所各部署からの依頼事項に基づく、地域と行

政相互の連絡調整および取りまとめ等に関する事業。

今回、上記の仕様書に定められ実施しているセンター事業を

３講座紹介します。興味のある事業にぜひご参加下さい。

すべて無料です!!

年会費：3000円です!!

8月9日、｢100均の手ぬぐいで作るダブルファスナー

ポーチ作り｣を開催しました。夏休み中ということもあり、

お母さんと一緒に参加してくれた小学生もいました。

身近にある安価な材料を使って、手縫いだけでファス

ナーつきのポーチが完成します。布を何度も折ったり、

ひっくり返したりと少し複雑ですが、参加者の皆さんは、

楽しそうに縫い、出来上がった作品に大喜びでした。

7月31日、平田美音子さんを講師にお迎えして老人ク

ラブと合同で「笑って歌って健康づくり」を開催しまし

た。講師のパワーに負けないようにと、体の様々な筋肉

を使って、おなかの底から頭に抜けるように声を出し、

集会室中にきれいな歌声が響き渡りました。
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進化するまち協！
山田まちづくり協議会会長

川那辺孝六
山田学区まちづくり協議会は、山田学区という地

域社会を代表し、その維持向上をするための組織体

だと言えましょう。そのために十分な検討と協議の

上編成された今の組織は、よく出来ています。

現在、６つの専門部会と総務委員会は順調に活動

を進めています。これは、部会員や役員の尽力の賜

です。また、各種団体は、高齢化という課題を抱え

ながらも、それぞれの立場で活動されています。こ

れは、所属されている皆さんの努力と自負に支えら

れていると思います。心強いことです。これが、山

田学区まちづくり協議会なのです。

すなわち、新たに創ったまち協と既存の各種団体

とは一体のものであって、別々のものではないとい

うことです。それに、各種団体の存在は山田学区の

強味であり、新たに加えたまち協組織を確立し安定

させることがその価値を上げることになります。こ

こで大切なことは、山田学区に住む一人ひとりが

“自分はまち協の構成員である”ことを再確認し、

それぞれの団体が“我々はまち協組織の一翼を担っ

ている”という意識を持つことなのです。

さて、そのまち協で、今年は、地域協働合校部会

と青少年育成部会を充実したいと思っています。そ

の1つとして、山田小学校と松原中学校に情報の提供

をお願いしました。その報告を掲載します。両校と

も着実に向上しているということです。

山田学区まづくり協議会は、順調に向上していま

す。そして、苦労が多い第1段階は乗り越えたと思っ

ています。これから迎える第2段階は楽しみが多く、

充実感を味わえることでしょう。今後も、まち協活

動への参加とご支援ご協力をよろしくお願いします。

7月25.26日、山田小学校5年生が新しくなった2代目学習船「う

みのこ」に乗船し1泊2日の体験航海に行きました。湖底の様子を観

察できる水中カメラやデジタル顕微鏡、タブレットPCなど新しい学

習備品が多数導入された新「うみのこ」で、子どもたちは、主体的に・

探求的に学び充実した2日間になりました。

松原中学校生徒の取組 松原中学校 髙田 聡教頭先生

登下校の見守りやあいさつ運動など、地域の皆様にはいつもお世話になりありがとう

ございます。本校ではICT（タブレット端末）機器を活用して、調べ学習を行ったり考え

を共有したりして「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」による授業改善に努

めています。英語科においては2名の教師による「All English」の授業を進めています。

生徒は言葉だけでなくゼスチャーも交えてコミュニケーション能力の向上を目指してい

ます。（左上の写真は、タブレット端末を利用した理科の授業の様子です。）

また夏季休業中には、中体連夏季大会やコンクール、展覧会に臨みました。その結果、

陸上競技、体操競技、硬式テニス競技で近畿大会出場を果たし、さらに陸上男子リレー

と女子100m、200mでは岡山県で開催された全国大会に出場することができました。

皆様にご協力いただいた「文化体育・教育振興後援会」の協力金を活用して参加してお

ります。これからもさまざまな場面での生徒の活躍に対して、応援をいただきますよう

お願い申しあげます。

山田小学校の取組 山田小学校 菊池 誠教頭先生

プロの声楽家の方と一緒に音楽を楽しもう！

6月25日、プロの声楽家である山中雅博

さんをお迎えし、1･2年生の子どもたちが音

楽の学習を行いました。1年生は「うみ」

「たなばたさま」「さんぽ」を、2年生は

「とんぼのめがね」「手のひらをたいように」

を教えていただきました。山中さんの豊かな

言葉や動作に子どもたちはどんどん引き込ま

れ、自然とすばらしい歌声で歌うことができ

るようになっていきました。

3～6年生の子どもたちと山中さんとの音

楽の学習は、2学期以降に予定をしています。

びわ湖フローティングスクール
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こよみ

9月8日（土）一般公開ケース研究会
13:30～(山田まちづくりセンター)

9月11月（火）やすらぎ学級 第3講座
｢みんなで楽しくグランドゴルフ｣

9:00～(ａｉ彩ひろば)

９月13日（木）松中祭（体育の部）
9:00～(松原中学校)

９月18日（火）同推協第3･第4講座
19:00～(山田まちづくりセンター)

９月22日（土）山田幼稚園運動会
9:15～(山田幼稚園)

９月28日（金）松中祭（文化の部）
9:00～(松原中学校)

10月７日（日）学区民体育祭
9:00～(山田小学校)

10月10日（水）離乳食レストラン
9:30～(山田まちづくりセンター)

10月10日（水）同推館外研修
9:00～(甲南町嚴浄寺)

10月1３日（土）すぎのここども園運動会
9:00～(山田小学校)

10月15日（月）にこにこサロン３Ｂ体操
9:30～(山田まちづくりセンター)

10月20日（土）2018山田ふれあいまつり
10:00～(山田まちづくりセンター)

10月23日（火）食育講座
9:30～(山田まちづくりセンター)

１０月2７日（土）山田小学校運動会
9:00～(山田小学校)

11月11日（日）学区防災訓練
10:00～(山田小学校 ･草津高校 ･山田まちづくりセンター)

7月に、コピー機の入れ替

えを行い、カラーコピーが

できるようになりました。

カラー 1枚 30円

白黒 1枚 10円

是非ご利用ください。

「2018山田ふれあいまつり」は、山田まちづくりセンター

を中心に行います。周辺道路に模擬店等のテントを配置し、

展示・啓発のパネル展示は、センター2階の集会室と研修室

を予定しています。10/1に各戸配布される山田ふれあいま

つり特集号にお楽しみ抽選券が付いていますので、なくさな

いように保管の方よろしくお願いします。（抽選券の再発行

はできません）9/1頃に｢模擬店前売り券申込み｣案内が各戸

配布されますので、町内会へお申込みしてください。

山田まちづくりセンターでの前売り券販売は行いませんの

で、よろしくお願いします。

2018山田ふれあいまつり（予告）
と き：10月20日(土)

10:00～15:00

ところ：山田まちづくり

センター周辺

作品展、模擬店、餅つき

子どもコーナーなど

予想配置図

※ふれあいまつり当日、セン

ター前道路(左の図の赤斜線

部分)が通行止になります。

大変ご迷惑をおかけしますが、

ご協力お願いいたします。

7月14日、滋賀県立体育館に於いて、第45回交通安全子供自

転車滋賀県大会が開催されました。大会は、小学校児童に対する

自転車の安全な乗り方と、交通安全知識を身につけさせ、その習

慣化を図り、交通事故防止につなげることを目的に開催されたも

のです。県下各地区から12チームが出場し、草津市から山田小

学校6年生4名が出場しました。山田小学校チームは、初出場に

もかかわらず4位入賞、敢闘賞受賞と健闘しました。

主催 滋賀県交通安全協会

共催 滋賀県・滋賀県警察本部

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県交通安全協会

子ども自転車滋賀県大会
山田小学校4位 敢闘賞受賞


